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主
催
者
か
ら
の
あ
い
さ
つ　

　

今
回
で
第
６
回
目
を
迎
え
、応
募
作
品
数
が
昨
年
よ
り
4
0
0
0
以

上
増
え
、過
去
最
高
の
9
2
8
9
作
品
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

に
た
く
さ
ん
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、た
く
さ
ん
応
募
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
の
で
、と
て
も
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
回
は
レ
ベ
ル
の
高
い
作
品
が
多
く
な
り
、全
体
的
に
ユ
ニ
ー
ク

な
視
点
、発
想
の
も
の
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
A
I
や
I
o
T
な
ど

の
時
代
に
な
っ
て
も
、人
の
ア
イ
デ
ア
は
重
要
で
あ
り
、特
に
子
ど
も
た
ち

の
創
造
力
を
育
て
て
い
く
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、そ
れ
ぞ
れ

の
作
品
か
ら
そ
れ
ら
が
感
じ
ら
れ
た
こ
と
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
雨

活
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
が
、今
後
も
地
球
全
体
の
環
境
を
考
え
る
グ
ロ
ー

バ
ル
な
観
点
な
ど
、子
ど
も
た
ち
の
創
造
力
の
活
性
化
に
お
役
に
立
て
れ

ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
水
資
源
に
恵
ま
れ
た
国
に
住
ん
で
い
る
の
で
、水
の
こ
と
を

深
く
考
え
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年（
2
0
1
6
年
）の
夏

は
関
東
地
方
で
は
水
不
足
で
台
風
を
待
ち
望
む
声
が
上
が
り
ま
し
た

が
、秋
に
は
台
風
が
た
び
た
び
上
陸
し
て
、東
北
地
方
や
北
海
道
で
洪
水

の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
水
不
足
も
水
害
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
で

は
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
が
、被
害
に
あ
わ
な
か
っ
た
地
域
で
は
そ

の
記
憶
は
意
外
に
早
く
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
出
来
事
を
記
憶
し
、雨
や
水
の
こ
と
を
も
っ
と
深
く
考
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
雨
活
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の

参
加
を
通
し
て
、未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
水
問
題
の
重
要
性
に
気

づ
き
雨
と
共
生
す
る
社
会
の
あ
り
方
に
目
を
向
け
る
機
会
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。
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総　
　

評

　

今
回
で
第
６
回
目
と
な
る「
雨
活
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」に
は
、前

年
を
大
幅
に
上
回
る
9
0
0
0
点
以
上
も
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
大
幅
に
応
募
数
が
増
え
た
中
か
ら
選
び
抜
か
れ
た
だ
け
あ
り
、み

ご
と
入
賞
し
た
作
品
は
、ど
れ
も
雨
水
の
有
効
活
用
を
訴
え
る
と
て
も

す
ば
ら
し
い
内
容
で
し
た
。

　

全
体
的
に
、ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
や
発
想
の
作
品
が
多
く
見
ら
れ
、特
に

自
分
の
体
験
を
通
し
て
描
い
た
り
ま
と
め
た
り
し
た
作
品
に
優
れ
た

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
優
れ
た
作
品
が
多
か
っ
た
の
が
ポ
ス
タ
ー

部
門
で
す
。
中
学
生
の
部
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品
は
豊
か
な
自
然

の
中
で
生
き
て
い
る
、さ
ま
ざ
ま
な
生
物
が
見
事
な
表
現
力
で
描
か
れ

て
い
ま
し
た
。
作
文
部
門
小
学
生
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品

は
、雨
水
の
池
に
浮
か
ぶ
舞
台
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、そ
の
池
を
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
活
用
す
る
み
ご
と
な
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
た
作
品
で
す
。

　

ま
た
、自
由
研
究
部
門
で
は
、仮
説
を
た
て
、そ
れ
を
検
証
し
な
が
ら

丁
寧
な
実
験
を
し
て
、そ
の
結
果
が
し
っ
か
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
作

品
が
多
く
、格
段
に
レ
ベ
ル
が
向
上
し
て
い
ま
し
た
。

　

団
体
奨
励
賞
の
1
校
に
は
、熊
本
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
熊

本
県
益
城
町
の
小
学
校
が
受
賞
し
ま
し
た
。「
熊
本
地
震
の
後
、さ
ら
に

大
雨
で
も
悩
ま
さ
れ
る
な
ど
辛
い
体
験
を
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
へ
、

『
雨
に
は
こ
ん
な
す
て
き
な
面
も
あ
る
』と
学
校
を
あ
げ
て
取
り
組
み
、

作
品
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
子
ど
も
た
ち
が
考
え
た
」こ
と

が
受
賞
の
理
由
で
し
た
。

　

７
年
目
以
降
、ま
す
ま
す
子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
発
想
を
引
き
出
し
、

「
雨
活
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」を
通
じ
て
、も
っ
と
も
っ
と
雨
水
の
活

用
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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作品募集 2016年5月上旬、教育新聞に募集広告を掲載。また全国の小中学校約10,000校
にご案内チラシ・ポスターを送付し、専用webページ「雨の恵みひろば」で告知するこ
とで作品募集を開始しました。
その後、後援団体に募集協力のお願いをしました。また、事務局から全国の小中学校
に応募を呼びかけました。

一次審査会 開催日　2016年10月28日（金）
4部門（小学生の部、中学生の部）それぞれで、二次審査候補作品を慎重に絞り込みま
した。

二次審査会 開催日　2016年11月4日（金）〜9日（水）
一次審査会で絞り込まれた候補作品をさらに厳正に審査し、三次審査候補作品を絞
り込みました。

三次審査会 開催日　2016年11月11日（金）
二次審査会で絞り込まれた候補作品をさらに厳正に審査し、入賞作品候補を絞り込
みました。

最終審査会 開催日　2016年11月25日（金）
三次審査会で絞り込まれた、候補作品を厳正に審査。下記の賞を決定いたしました。
また、一次審査会から推薦があった団体奨励賞・団体努力賞を承認しました。

賞 最優秀賞	 8作品
優秀賞	 9作品
佳作	 38作品
努力賞	 60作品
団体奨励賞	 		2校
団体努力賞	 		3校
※審査結果の詳細はP4〜P7参照

応募総数 締め切り日には、全国の小中学生から9,289作品（小学生の部3,399作品、中学生
の部5,890作品）もの力作が集まりました。

応募部門
応募数

小学生の部 中学生の部 部門別合計

作文部門 107 2,002 2,109

ポスター部門 724 567 1,291

自由研究（自由表現）部門 158 394 552

標語部門 2,410 2,927 5,337

部別合計 3,399 5,890 9,289

経過報告
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最優秀賞

優秀賞

佳作

部門 都道府県 学　校　名 学年 氏　　名 作品名

作　文
小学生の部 島根県 松江市立八雲小学校 6 石倉　要 雨のめぐみを生かした能楽堂

中学生の部 岡山県 金光学園中学校 3 細井　里桂子 マツダスタジアムの意外な一面

ポスター
小学生の部 兵庫県 尼崎市立明城小学校 5 岡本　颯 雨水が育む命

中学生の部 神奈川県 秦野市立南が丘中学校 2 鈴木　悠天 天水（あまみず）と共に生きる

自由研究
（自由表現）

小学生の部 長野県 長野市立緑ヶ丘小学校 4 西村　瑚春 何で山の方は雨がふりやすいか？

中学生の部 岡山県 岡山県立倉敷天城中学校 3 土肥　桃子 雨水のコントロールによる農業生産物の品質向上を考える
～水の与え方とトマトの糖度の関係を調べる～

標　語
小学生の部 沖縄県 那覇市立泊小学校 1 黒木　拓斗 あまみずは　おふろやといれの　ちょきんばこ

中学生の部 茨城県 守谷市立御所ケ丘中学校 2 秋田　友香 水の星　雨でつながる　命の輪

部門 都道府県 学　校　名 学年 氏　　名 作品名

作　文
小学生の部 宮城県 仙台市立南吉成小学校 3 堀内　夕太朗 おじいちゃんが教えてくれたこと。

中学生の部 奈良県 帝塚山中学校 1 太田　有紗 雨水で音楽を奏でよう

ポスター
小学生の部 静岡県 富士宮市立大富士小学校 5 深澤　亜希 この水1ぱいにもかんしゃの心を

中学生の部 大阪府 大阪市立大宮中学校 1 浪岡　宙輝 自然と共に生きる力　恵みの雨を大切に

自由研究
（自由表現）

小学生の部 宮城県 仙台市立台原小学校 4 川上　楓音 雨の特長を生かしてエコな活用を考える実験

小学生の部 愛知県 豊橋市立西郷小学校 2 萩原　聖也 雨の音を楽しむレインハット

中学生の部 東京都 千代田区立九段中等教育学校 2 菊池　優吾 雨水と水道水　どちらが植物の成長に良いのか

標　語
小学生の部 高知県 須崎市立新荘小学校 5 浅岡　志歩 あめふった　おそらからの　プレゼント

中学生の部 滋賀県 大津市立瀬田北中学校 1 杉本　瑞季 雨水で　育つよエコの芽　自然の芽

部門 都道府県 学　校　名 学年 氏　　名 作品名

作　文

小学生の部

大阪府 八尾市立長池小学校 4 深井　由季 雨水とかばちゃん

岡山県 朝日塾小学校 4 菅　悠希 雨のせいのねがい

京都府 立命館小学校 3 太田　尚輝 み来の町

香川県 香川大学教育学部附属坂出小学校 3 松岡　まとい 大切な雨水

福岡県 筑紫野市立吉木小学校 3 富川　叶大 雨水を活用する

中学生の部

埼玉県 さいたま市立浦和中学校 2 姫　越翔 雨を使おう

滋賀県 大津市立瀬田北中学校 2 平井　ゆう 東京オリンピック

岐阜県 岐阜市立加納中学校 1 園部　月梨 雨水ボタン

静岡県 浜松市立三方原中学校 1 柏木　遥翔 雨蛙王国に学ぶ雨活

兵庫県 兵庫県立大学附属中学校 1 髙見　華 蘇れ廃校の小学校

審査結果
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佳作

審査結果

部門 都道府県 学　校　名 学年 氏　　名 作品名

ポスター

小学生の部

栃木県 日光市立大沢小学校 6 八鍬　希梨 恵の雨に感謝『ありがとう』

熊本県 益城町立広安小学校 6 溝口　はな 大切な一滴

熊本県 益城町立広安小学校 5 小形　梨奈 雨水を大切に

神奈川県 相模原市立谷口台小学校 4 井田　美南 雨水調整フィルター

岡山県 朝日塾小学校 4 荒木　詩織 世界に命を守る雨水を

中学生の部

千葉県 八千代松陰中学校 3 古川　真帆 雨水は天水　その一滴から無限の可能性

東京都 東京学芸大学附属国際中等教育学校 3 城　穂歌 雨水が地球を救う

宮城県 登米市立豊里中学校 2 阿部　向日葵 雨は活きている

東京都 調布市立調布中学校 2 岡部　創 雨活アイデア

愛知県 名古屋市立冨士中学校 2 長谷川　桜 水源の森

山梨県 上野原市立上野原西中学校 1 石井　美羽 大切な資源

自由研究
（自由表現）

小学生の部

愛媛県 松山市立北条小学校 4 吉野　開翔 雲ができるしくみ

岡山県 朝日塾小学校 4 藤田　暖生 雨活ドライブ

京都府 立命館小学校 2 佐藤　真莉 みんなが楽しい雨水ランド

中学生の部

千葉県 千葉市立こてはし台中学校 2 菅野　晴聖 ガレージの屋根を利用した非常用水の貯水タンク

兵庫県 滝川第二中学校 2
中山　紗蘭
北山　晃靖
宮本　花果

雨が埃をきれいにする!?

埼玉県 さいたま市立西原中学校 1 科学部 雨の日をハッピーに

兵庫県 滝川第二中学校 1 矢部　俊道 土が吸収する雨水量を評価する

標　語

小学生の部

東京都 練馬区立光和小学校 6 加藤　大和 雨水は　ためるとお得な　ポイントだ

東京都 練馬区立光和小学校 6 赤羽　俊哉 ぼくたちの　くらしをまもる　ひとしずく

福岡県 福岡市立百道浜小学校 5 眞子　友希 夕立が　花の水やり　お手つだい

東京都 国立学園小学校 4 鈴木　彩良 水源林　よごれは通さず　水通す

東京都 昭島市立玉川小学校 1 杉山　生真 あつまれば　せいかつたすける　ちからもち

中学生の部

東京都 千代田女学園中学校 3 葊渡　紗英 雨の旅　緑のダムから　青い海

香川県 綾川町立綾南中学校 3 笠松　久人 森と川　守ろう雨の　通り道

東京都 東京都立大泉高等学校附属中学校 2 持田　唯花 繋げよう　恵みの雨の　リサイクル

香川県 高松市立高松第一中学校 2 小西　涼菜 もったいない　工夫次第で　生きる水

東京都 成城中学校 1 伊藤　涼介 雨の旅　集めた水で　七変化

5



審査結果

努力賞

部門 都道府県 学　校　名 学年 氏　　名 作品名

作　文

小学生の部

茨城県 土浦市立真鍋小学校 6 鈴木　蒼生 ぼくが考える雨活用方法

山梨県 山梨市立日下部小学校 6 山田　晴日 雨の日の音楽会

大阪府 堺市立南八下小学校 5 河合　愛穂 考えよう！雨水活用法

和歌山県 田辺市立田辺第二小学校 5 土井　幹太 雨水は何に活用できるか

福岡県 福岡市立百道浜小学校 1 岡田　百恵 あめをたいせつにするほうほう

中学生の部

埼玉県 さいたま市立浦和中学校 2 大島　駿 雨を貯めずに活用する方法

静岡県 浜松市立西部中学校 2 澤村　紀香 雨子ちゃんの大冒険！

兵庫県 関西学院中学部 2 藤原　彩花 雨水の活用

福島県 いわき市立玉川中学校 1 若松　心春 雨水をどう活用するか

京都府 八幡市立男山東中学校 1 藤林　咲恵 雨のお祭り

大阪府 吹田市立第五中学校 1 横田　菜月 無題

ポスター

小学生の部

静岡県 富士宮市立大富士小学校 5 眞島　侑香 雨水でエコ！

福岡県 福岡市立美和台小学校 5 中村　玲菜 雨水活用！

宮城県 仙台市立松森小学校 4 渡邉　聖和 雨森水を大切に

大阪府 八尾市立長池小学校 4 川ノ上　敢太 雨を利用しよう

大阪府 大阪市立波除小学校 4 山下　乃愛 雨を大切に

岡山県 朝日塾小学校 4 忠政　奈歩 この雨水を有効に

沖縄県 豊見城市立豊見城小学校 4 大宜見　羽世 水は大切

中学生の部

宮城県 登米市立豊里中学校 3 佐々木　まいか 雨は地球の宝

愛知県 名古屋市立冨士中学校 3 岡村　珠樹 水のリンネ

兵庫県 神戸市立夢野中学校 3 杉田　彩夏 空からの恵み

福岡県 福岡市立野間中学校 2 出利葉　樂 雲からのプレゼント

福岡県 福岡市立野間中学校 2 吉川　らら 雨水は地球をうるおわせる。

山梨県 上野原市立上野原西中学校 1 工藤　ひなこ 雨水のじゅんかん

岐阜県 多治見市立平和中学校 1 石川　雄也 Ｗで雨水活用カー

自由研究
（自由表現） 小学生の部

長野県 軽井沢町立軽井沢西部小学校 6 鈴村　朋佳
水澤　胡桃 ろ過装置を作ろうパート２

福岡県 福岡市立百道浜小学校 5 鈴木　貴桃 雨水の再利用

宮城県 仙台市立台原小学校 4 大友　研次郎 雨の量を調べよう

岡山県 朝日塾小学校 4 浅井　雫 トマトとキュウリがおいしくできる方法

千葉県 千葉市立平山小学校 6 平野　拓真 雨を使って暮らしを豊かにね

福島県 福島市立福島第三小学校 5 遠藤　萌花 雨水コンサート

千葉県 市川市立八幡小学校 5 大久保　凪紗 エコ観覧車

香川県 香川大学教育学部附属坂出小学校 4 筒井　眞心 無題
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審査結果

努力賞

部門 都道府県 学　校　名 学年 氏　　名 作品名

自由研究
（自由表現）

小学生の部
石川県 北陸学院小学校 3 本倉　三麒 雨水を活用した夢の機械

熊本県 益城町立広安小学校 3 大塚　太郎丸 雨は楽しい音楽会

中学生の部

北海道 札幌市立米里中学校 1～3 科学部 側溝のイバラトミヨの保護活動4年目

東京都 千代田区立九段中等教育学校 2 髙田　隆真 ナスから考える酸性雨

東京都 東京都立大泉高等学校附属中学校 2 長野　桜 ビオトープと雨水利用

東京都 大田区立羽田中学校 1 古澤　愛 雨活実験　～雨水をきれいにしよう～

東京都 東京都立三鷹中等教育学校 2 髙森　芽依 雨をキレイに活用

宮崎県 宮崎大学教育学部附属中学校 2 石川　達郎 雨水を使う洗車機

京都府 立命館宇治中学校 1 赤松　胡美 不快な状況を仲間と共に

兵庫県 兵庫県立大学附属中学校 1 山脇　愛理 ケンちゃんと雨

標　語

小学生の部

神奈川県 相模原市立淵野辺小学校 6 小堀　瑞季 雨水は　「さあ使って」と　待っている

兵庫県 神戸市立本山第一小学校 6 前河内　里紗 雨活は　水を大事に　する心

広島県 東広島市立郷田小学校 6 山野　由貴 雨水を　ためて活用　広がる未来

宮城県 仙台市立吉成小学校 5 横溝　惺哉 雨活で　昔の知恵が　生かされる

愛知県 小牧市立三ツ渕小学校 5 澤田　侑茉 水ぶそく　雨水活かして　解消だ

福岡県 福岡市立花畑小学校 5 赤坂　風花 夢はねぇ　雨で電気を　つくるんだ

秋田県 潟上市立飯田川小学校 4 伊藤　大晟 雨の日は　自然の作った　オルゴール

岡山県 朝日塾小学校 4 賀山　桜 雨水で　じいちゃんの野菜　おいしいよ

福岡県 北九州市立寿山小学校 4 森川　凜花 雨の日に　しずくの音で　えんそう会

中学生の部

栃木県 真岡市立真岡西中学校 3 石崎　月菜 雨水は　もしもの時の　命綱

香川県 綾川町立綾南中学校 3 兵頭　侑樹 雨水は　みんなを支える　希望の光

香川県 綾川町立綾南中学校 3 小島　桃花 雨水も　大事な1つの　非常水

宮城県 石巻市立蛇田中学校 2 森田　めぐみ 広げよう　雨の力を　未来へと

茨城県 守谷市立御所ケ丘中学校 2 濵野　南夏 雨水は　「生きろ」と地球の　メッセージ

東京都 中央区立晴海中学校 2 石倉　涼葉 雨の日も　雨活すれば　いい気持ち

東京都 東京都立三鷹中等教育学校 2 大澤　愛沙美 雨水は　無料で使える　おくりもの　活用次第で　未来も潤う

兵庫県 賢明女子学院中学校 1 藤原　聖奈 姿変え　時間と手間で資源へと　大地のめぐみ　つながる輪っか

団体奨励賞

団体努力賞

熊本県 益城町立広安小学校

大阪府 大阪市立波除小学校 兵庫県 滝川第二中学校 東京都 大田区立羽田中学校

京都府 八幡市立男山東中学校
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最終審査会
審査委員

賞と賞品

有馬　朗人	 元文部大臣（審査委員長）
大野　正人	 全国造形教育連盟委員長
山本　耕平	 特定非営利活動法人雨水市民の会	理事長
濱　　逸夫	 ライオン株式会社	代表取締役社長
※順不同、敬称略

◆個人賞
1.　最優秀賞：8作品
　　（賞状・記念トロフィー・副賞図書カード3万円・キレイキレイセット）
　　小学生の部、中学生の部、4部門の最優秀作品
2.　優秀賞：9作品
　　（賞状・記念トロフィー・副賞図書カード1万円・キレイキレイセット）
　　小学生の部、中学生の部、4部門の優秀作品
3.　佳　	作：38作品
　　（賞状・副賞図書カード2千円・キレイキレイセット）
4.　努力賞：60作品
　　（賞状・キレイキレイ除菌ウェットシート）

◆団体賞
1.　団体奨励賞：2団体
　　	（賞状・記念たて・副賞雨水タンク・キレイキレイ薬用泡ハンドソープポン
プ＆つめかえ用800ml）

　　優秀な作品を多数応募した2団体を奨励の意味で表彰
2.　団体努力賞：3団体
　　	（賞状・キレイキレイ薬用泡ハンドソープポンプ＆つめかえ用800ml）
　　団体奨励賞に次いで優秀な作品を多数応募した3団体を表彰

◆参加賞：応募者全員に贈呈
　小学生の部：クリニカkid'sハミガキジューシーグレープ
　中学生の部：クリニカハミガキマイルドミント

最終審査委員・
賞と賞品
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最優秀賞作品紹介

小 学 生 の 部

　

ぼ
く
は
、
能
楽
の
仕
舞
や
能
管
を
学
ん
で
い
る
の
で
、

能
楽
堂
が
大
好
き
だ
。
今
年
の
夏
に
は
、
岡
山
後
楽
園
の

能
楽
堂
で
仕
舞
と
能
管
の
発
表
を
し
た
。
舞
台
に
聞
こ
え

て
く
る
セ
ミ
の
声
が
何
と
も
言
え
ず
美
し
か
っ
た
。
都
会

の
能
楽
堂
は
、
ビ
ル
の
中
に
あ
る
こ
と
が
多
く
、
ク
ー
ラ
ー

や
だ
ん
ぼ
う
が
き
い
て
い
て
う
れ
し
い
が
、
自
然
と
一
体

化
し
た
能
楽
堂
の
み
力
に
は
か
な
わ
な
い
。

　

海
に
浮
か
ぶ
厳
島
神
社
の
能
楽
堂
は
、
他
に
例
の
な
い

最
高
の
能
楽
堂
だ
。
能
舞
台
と
見
所
と
呼
ば
れ
る
客
席
の

間
に
あ
る
庭（
厳
島
の
場
合
は
海
）の
上
に
は
屋
根
は
な
く
、

雨
や
雪
が
自
然
の
ま
ま
に
降
っ
て
く
る
。
観
客
は
、
海
ご

し
の
舞
台
に
芸
術
を
み
る
。
し
お
が
満
ち
て
い
る
と
き
に

は
波
の
音
や
魚
の
す
が
た
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
引
い

て
い
る
時
に
は
カ
ニ
や
ヤ
ド
カ
リ
の
す
が
た
が
楽
し
め
る
。

　

ぼ
く
の
提
案
は
、
こ
の
厳
島
の
能
楽
堂
に
近
い
、
雨
水

を
活
用
し
た
舞
台
の
設
営
だ
。
自
然
と
一
体
化
し
た
舞
台

に
雨
水
を
活
用
し
た
池
を
め
ぐ
ら
せ
る
。
厳
島
で
は
、
海

水
が
舞
台
の
音
を
反
き
ょ
う
さ
せ
て
い
た
が
、
ぼ
く
の
提

案
す
る
舞
台
は
雨
水
を
活
用
し
て
音
を
反
響
さ
せ
る
。
能

楽
堂
は
、
ま
た
、
大
雨
が
降
っ
た
時
に
は
、
床
板
を
取
り
、

最
優

秀

賞

　
　
　
　

松
江
市
立
八
雲
小
学
校　

六
年

　

石い
し　

倉く
ら　

　
　

要
か
な
め

雨
の
め
ぐ
み
を
生
か
し
た
能
楽
堂

作文部門

自
然
と
一
体
と
な
っ
た
厳
島
神
社
の
能
楽
堂
の
描
写
と
雨

活
の
ア
イ
デ
ア
が
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。

海
水
が
能
舞
台
の
音
の
反
響
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
り
、そ
の
ア
イ
デ
ア
を
雨
水
で
実
現
で
き
な
い
か
と
い
う

自
分
な
り
の
ア
イ
デ
ア
に
結
び
付
け
ま
し
た
。

ア
イ
デ
ア
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、魚
の
養
殖
や
和
紙
の

生
産
に
ま
で
広
げ
、地
域
の
活
性
化
も
視
野
に
入
れ
た
取
り

組
み
を
書
い
て
い
ま
す
。
い
つ
の
日
か
、雨
水
の
池
に
浮
か

ぶ
能
楽
堂
で
作
者
の
仕
舞
が
堪
能
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

選 評

10



最優秀賞作品紹介

池
に
雨
水
や
河
川
か
ら
あ
ふ
れ
た
雨
水
を
取
り
込
む
こ
と

で
、
周
辺
の
住
宅
の
し
ん
水
を
防
ぐ
。

　

池
で
は
、
淡
水
魚
の
養
し
ょ
く
も
行
う
。
こ
う
す
る
こ

と
で
、
ボ
ウ
フ
ラ
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
る
。
海
に

近
い
場
所
で
は
メ
ダ
カ
が
育
ち
や
す
い
。
メ
ダ
カ
は
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
鑑
賞
用
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
し
、

食
用
と
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
。
山
側
の
地
域
で
は
、
気

温
が
低
く
、
湧
水
も
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

ギ
ン
ザ
ケ
、
ヤ
マ
メ
な
ど
商
業
用
の
魚
の
養
し
ょ
く
も
で

き
る
。
ヤ
マ
メ
な
ど
の
養
し
ょ
く
で
あ
れ
ば
、
つ
り
ぼ
り

も
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
ぼ
く
は
、
去
年
、
大
山
で
「
湧

水
サ
ー
モ
ン
」
の
養
し
ょ
く
、
出
荷
を
見
学
し
た
。
冷
た

い
水
で
養
し
ょ
く
さ
れ
た
魚
は
、
成
長
に
時
間
が
か
か
る

が
、
身
が
と
て
も
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
寄
生
虫
に
ふ

れ
る
機
会
が
な
い
の
で
、
生
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

山
側
の
地
域
で
は
、
冷
た
い
雨
水
を
利
用
し
て
和
紙
の

紙
す
き
も
行
い
た
い
。
和
紙
の
原
料
と
な
る
ミ
ツ
マ
タ
や

コ
ウ
ゾ
は
、
最
近
山
の
手
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

山
で
の
作
業
が
大
変
な
こ
と
か
ら
収
か
く
量
が
減
っ
て
い

る
。
水
が
必
要
な
和
紙
の
生
産
と
山
林
の
手
入
れ
を
同
時

に
行
う
こ
と
で
山
の
雨
水
の
活
用
を
活
性
化
さ
せ
る
。
ぼ

く
の
住
む
島
根
は
、
南
は
中
国
山
地
、
北
は
日
本
海
か
汽

水
湖
の
宍
道
湖
中
海
が
広
が
っ
て
い
る
。
海
側
・
山
側
そ

れ
ぞ
れ
の
自
然
の
立
地
を
生
か
し
、
雨
水
や
雪
を
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

雨
水
の
池
に
浮
か
ぶ
舞
台
の
芸
術
を
中
心
と
し
、
人
々

が
ふ
れ
あ
う
公
園
の
機
能
と
洪
水
な
ど
の
災
害
を
防
ぐ
機

能
と
魚
の
養
し
ょ
く
に
よ
る
商
業
の
機
能
、
和
紙
の
紙
す

き
を
通
じ
た
森
林
の
保
全
活
動
を
合
体
さ
せ
、
地
域
の
人

が
雨
水
の
め
ぐ
み
で
心
も
身
体
も
お
財
布
も
豊
か
に
な
る

ア
イ
デ
ィ
ア
を
ぼ
く
は
提
案
し
た
い
。

「
お
母
さ
ん
、落
ち
着
い
て
聞
い
て
ね
。
雨

活
が
最
優
秀
賞
だ
よ
。
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
行

け
る
よ
。」

通
知
を
見
た
ぼ
く
は
、電
話
で
叫
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。

世
界
一の
雨
活
を
見
学
す
る
夢
が
か
な
い

本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受賞の知らせを聞いて
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最優秀賞作品紹介

中 学 生 の 部

　

今
、
日
本
で
は
た
く
さ
ん
の
災
害
が
お
き
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
熊
本
で
の
地
震
な
ど
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
私
た
ち
が
今
す
ぐ
に
で
も
出
来

る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
。

　

私
は
、「
節
約
」
だ
と
思
い
ま
す
。
少
し
の
心
が
け
で
大

き
な
支
援
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
よ
く
カ
ー
プ
の
応
援
に
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
行

き
ま
す
。
私
は
ト
イ
レ
に
行
っ
た
時
に
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
「
ト
イ
レ
の
洗
浄
水
は
球
場
に
降
っ
た

雨
を
再
利
用
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
そ
こ

か
ら
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
が
気

に
な
り
、
調
べ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
私
は
、
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
意
外
な
一
面
を

知
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
地
下
に
は
雨
水

を
貯
め
る
た
め
の
大
き
な
雨
水
貯
留
施
設
が
あ
る
こ
と
で

す
。

　

マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
地
下
に
雨
水
貯

留
施
設
が
あ
る
目
的
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
局
所
的
な
豪
雨
の
増
加
に
よ
る
浸
水
被
害

を
回
避
す
る
た
め
で
す
。
広
島
駅
南
側
の
地
域
で
も
と
も

最
優

秀

賞

　
　
　
　

金
光
学
園
中
学
校　

三
年細ほ

そ　

井い　

里り

桂か

子こ

マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
意
外
な
一
面

作文部門

自
身
が“
カ
ー
プ
フ
ァ
ン
”で
あ
り
、応
援
に
よ
く
行
っ
て
い
た

「
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
」。
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で 

“
す
ご
い
秘
密
”

に
気
が
付
き
、そ
れ
を
き
っ
か
け
に
雨
活
に
つ
い
て
興
味
を
も
ち
、

調
べ
は
じ
め
ま
す
。
そ
し
て
２
つ
の
有
効
性
に
つ
い
て
、自
分
な

り
に
洪
水
や
水
不
足
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
る
の
で
は
、と
い
う
結

論
を
導
く
様
子
を
自
分
の
言
葉
で
よ
く
ま
と
め
て
い
ま
す
。

作
中
で
は
、「
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
よ
う
な
建
物
を
建
て
た

い
」と
抱
負
を
語
っ
て
お
り
、ぜ
ひ
そ
の
夢
を
実
現
さ
せ
て
ほ
し
い

で
す
。

選 評

12



最優秀賞作品紹介

と
あ
る
下
水
管
の
能
力
を
超
え
る
雨
が
降
っ
た
場
合
な
ど

に
そ
の
雨
水
が
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
地
下
に
流
れ
て
い

く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
周
辺
地
域

の
浸
水
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
資
源
と
し
て
の
活
用
で
す
。
屋
根
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
降
っ
た
雨
は
、
ろ
過
と
消
毒
を
さ
れ
ト
イ
レ
の

用
水
や
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
散
水
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
見
普
通
の
ス
タ
ジ
ア
ム
で
す
が
、
そ
の
下
に
は
す
ご

い
秘
密
が
か
く
れ
て
お
り
、
素
晴
ら
し
い
工
夫
や
環
境
へ

の
配
慮
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
最
近
建
て
物
の
建
て
ら
れ
方
に
興
味
が
あ
り
ま

す
。
建
て
物
に
は
す
べ
て
工
夫
が
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
マ

ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
も
そ
の
一
つ
で
す
。
環
境
へ
の
配
慮
が

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
災
害
に
ま
で
す
ぐ
れ
て

い
ま
す
。
私
が
思
い
求
め
て
い
た
の
は
こ
れ
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　

最
近
で
は
、
関
東
の
ダ
ム
を
中
心
に
日
本
で
は
水
不
足

が
お
き
て
い
ま
す
。
で
す
が
昨
年
の
九
月
に
は
茨
城
県
で

川
の
氾
濫
も
お
き
て
い
ま
す
。
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
は
そ

の
二
つ
の
問
題
を
両
方
と
も
解
決
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

な
の
で
も
し
私
が
建
て
物
を
建
て
る
時
に
は
、
環
境
の
配

慮
も
さ
れ
、
災
害
に
も
適
し
て
い
る
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム

の
よ
う
な
建
て
物
を
建
て
た
い
で
す
。

　

私
た
ち
に
は
、
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
よ
う
な
大
き
な

こ
と
は
出
来
な
い
け
れ
ど
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
一

人
一
人
の
配
慮
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
小
さ
な
配
慮
に
よ
っ

て
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
は
こ
の
作
文
で
自
分
が
知
ら
な
い
と

こ
ろ
で
雨
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

一見
普
通
に
見
え
る
建
物
で
も
中
で
は
想
像

も
で
き
な
い
新
た
な一
面
が
分
か
り
と
て
も
良

か
っ
た
で
す
。

今
回
の
受
賞
は
と
て
も
嬉
し
く
、今
後
に
も

つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

受賞の知らせを聞いて

13



最優秀賞作品紹介

　
　

尼
崎
市
立
明
城
小
学
校　

五
年

岡お
か　

本も
と　
　
　

颯
は
や
て

雨
水
が
育
む
命

初
め
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
と
い
う
知

ら
せ
を
聞
き
、信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

ぼ
く
は
動
物
が
大
好
き
な
の
で
、ア
フ
リ

カ
の
大
自
然
で
暮
ら
す
動
物
た
ち
を
テ
レ
ビ

で
見
て
い
た
時
に
、ぼ
く
と
同
じ
く
ら
い
の

歳
の
子
ど
も
た
ち
が
水
不
足
に
よ
っ
て
困
っ

て
い
る
様
子
を
見
て
雨
水
で
助
か
る
命
が
あ

る
と
お
も
い
描
き
ま
し
た
。

受賞の知らせを聞いて

14

最
優

秀

賞

ポスター部門小 学 生 の 部

登
場
す
る
人
間
や
動
物
の
に
こ
や
か
な
表
情
が
印
象
的
な

ポ
ス
タ
ー
。

背
景
も
黄
色
や
赤
な
ど
の
暖
色
を
細
か
く
使
っ
て
い
て
、

見
て
い
る
こ
ち
ら
も
思
わ
ず
明
る
い
気
持
ち
に
し
て
く
れ

ま
す
。

文
字
も
は
っ
き
り
と
、見
え
や
す
い
工
夫
を
し
て
い
る
点

や
、葉
か
ら
こ
ぼ
れ
る
し
ず
く
の
一
粒
も
丁
寧
に
表
現
さ
れ

て
い
て
、絵
の
完
成
度
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
と
て
も
温
か
み

の
あ
る
表
現
で
雨
水
の
可
能
性
を
訴
求
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
作

成
し
て
く
れ
ま
し
た
。

選 評

14



最優秀賞作品紹介

　
　

秦
野
市
立
南
が
丘
中
学
校　

二
年

鈴す
ず　

木き　

悠は
る　

天た
か

天
水
（
あ
ま
み
ず
）
と
共
に
生
き
る

15

秦
野
市
に
は
丹
沢
山
系
に
降
っ
た
雨
が
長

い
年
月
を
か
け
地
下
水
と
な
り
、そ
れ
が
湧

き
出
す「
秦
野
盆
地
湧
水
群
」が
あ
り
ま
す
。

（
全
国
名
水
百
選
）

昔
か
ら
雨
水
も
飲
み
水
も
す
べ
て
竜
神
が

司つ
か
さ
どる
と
信
じ
ら
れ
、人
々
の
暮
ら
し
に
利
用

さ
れ
て
来
ま
し
た
。

私
は
先
人
の
思
い
を
大
切
に
し
た
い
と
考

え
応
募
し
ま
し
た
。

受賞の知らせを聞いて

最
優

秀

賞

ポスター部門中 学 生 の 部

竜
神
を
上
段
に
、
そ
し
て
雨
水
を
活
用
し
た
様
々
な
イ

メ
ー
ジ
を
下
段
に
配
置
し
、雨
の
有
効
利
用
と
、雨
に
関
わ

る
日
本
文
化
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
雨
の
力
強
さ
と
同
時
に

雨
活
の
文
化
や
面
白
さ
も
感
じ
ら
れ
る
作
品
と
な
っ
て
い

ま
す
。

竜
神
の
表
情
に
も
大
変
迫
力
が
あ
り
、ま
た
よ
く
見
る
と

体
に
は
金
色
が
使
わ
れ
、角
度
で
き
ら
き
ら
光
る
工
夫
が
さ

れ
る
な
ど
、見
る
人
を
楽
し
ま
せ
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
て
、思

わ
ず
見
入
っ
て
し
ま
う
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

選 評

15



最優秀賞作品紹介

　
　

長
野
市
立
緑
ヶ
丘
小
学
校　

四
年　
　西に

し　

村む
ら　

瑚こ　

春は
る

何
で
山
の
方
は
雨
が
ふ
り
や
す
い
か
？

自由研究（自由表現）部門小 学 生 の 部

最
優

秀

賞

一
学
期
に「
水
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
？
」と
社
会
の
時
間
に

色
々
と
探
検
に
行
き
ま
し
た
。

途
中
で
夏
休
み
に
な
り
ま
し
た
が
、わ
た
し
は
と
て
も
気
に
な

り
ま
し
た
。

夏
休
み
前
の
お
便
り
に
雨
活
が
あ
り
、調
べ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

入
賞
の
手
紙
が
届
い
た
時
は
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
６
月
に
行
っ
た
と
き
雲
だ
っ
た
の
で
、も
う一

度
行
け
る
の
で
、う
れ
し
い
で
す
。

担
任
の
久
保
田
先
生
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受賞の知らせを聞いて

授
業
で
水
路
に
つ
い
て
学
ん
だ
事
を
も
と
に
、次
の
疑
問

を
思
い
つ
き
、仮
説
を
た
て
、資
料
を
調
べ
、実
際
に
現
地
に

行
き
、河
川
事
務
所
の
人
や
、地
域
の
人
に
お
話
し
を
聞
く
な

ど
し
な
が
ら
し
っ
か
り
と
ま
と
め
て
い
ま
す
。

森
に
降
る
雨
が
ダ
ム
に
た
ま
り
、川
の
水
と
な
り
そ
れ
が

水
道
水
に
な
る
と
い
う
事
を
、教
科
書
で
は
な
く
自
分
の
目
で

確
か
め
、感
じ
た
こ
と
が
と
て
も
素
晴
ら
し
い
作
品
で
し
た
。

選 評
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最優秀賞作品紹介

岡
山
県
立
倉
敷
天
城
中
学
校　

三
年

土ど　

肥ひ　

桃も
も　

子こ

自由研究（自由表現）部門中 学 生 の 部

最
優

秀

賞

雨
水
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
農
業
生
産
物
の

品
質
向
上
を
考
え
る

～
水
の
与
え
方
と
ト
マ
ト
の
糖
度
の
関
係
を
調
べ
る
～

最
優
秀
賞
の
お
知
ら
せ
を
聞
き
、驚
き
と
感

動
で
思
わ
ず
飛
び
あ
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
の
住
む
地
域
は
農
業
が
盛
ん
で
、幼
い
頃

よ
り
農
業
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、農
業
生
産
に
役
立
つ
研
究
が
し
た

い
と
思
い
、こ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

高
校
で
も
こ
の
研
究
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

受賞の知らせを聞いて

1

ト
マ
ト
の
栽
培
と
水
の
与
え
方
の
影
響
に
着
目
し
、水
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、そ
の
品
質
と
生
産
効
率
の
向

上
、さ
ら
に
コ
ス
ト
削
減
を
目
指
し
た
力
作
で
す
。

雨
水
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、ま
さ
に
雨
活
で
あ
り
、水
の

与
え
方
と
そ
の
変
化
を
実
験
に
よ
り
確
認
、そ
の
結
果
自
分

な
り
に
得
た
答
え
を
も
と
に
、お
い
し
い
ト
マ
ト
を
栽
培
す

る
雨
水
活
用
方
法
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
今
後

の
課
題
と
し
て
あ
げ
て
い
る
、雨
水
を
有
効
に
使
っ
た
場
合

の
コ
ス
ト
削
減
と
い
う
さ
ら
に
大
き
な
課
題
に
挑
戦
し
て
ほ

し
い
で
す
。

選 評
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最優秀賞作品紹介

最
優

秀

賞

那
覇
市
立
泊
小
学
校　

一
年　

黒く
ろ　

木き　

拓た
く　

斗と

雨
水
が
む
だ
づ
か
い
さ
れ
る
と
も
っ
た
い
な
い
。

そ
れ
は
や
だ
な
あ
と
考
え
て
書
き
ま
し
た
。

賞
を
も
ら
え
た
こ
と
は
ゆ
め
の
よ
う
。

ほ
ん
と
う
に
な
っ
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

受賞の知らせを聞いて

標語部門小 学 生 の 部

「
ち
ょ
き
ん
ば
こ
」と
い
う
表
現
か
ら
、雨
水

を
１
滴
も
無
駄
に
し
な
い
ぞ
と
い
う
決
意
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。「
お
ふ
ろ
や
と
い
れ
」は
黒
木

さ
ん
が
毎
日
お
世
話
に
な
る
も
の
で
す
か
ら
、

雨
水
を
一
滴
も
む
だ
に
し
な
い
で
活
用
で
き
た

ら
い
い
な
と
日
ご
ろ
か
ら
感
じ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
過
去
の
入
賞
作
品
な
ど
に
影
響
さ
れ

た
作
品
が
多
い
中
、全
く
新
し
い
視
点
で
雨
活

を
表
現
で
き
ま
し
た
。
標
語
部
門
小
学
生
の
部

２
４
１
０
点
の
頂
点
に
立
っ
た
１
作
で
し
た
。

選 評

あ
ま
み
ず
は　

お
ふ
ろ
や
と
い
れ
の

　

ち
ょ
き
ん
ば
こ

20



最優秀賞作品紹介

最
優

秀

賞

中
学
生
の
部
標
語
部
門
２
９
２
７
点
と
い
う

膨
大
な
作
品
群
の
中
か
ら
選
び
出
さ
れ
、た
だ
１

点
残
っ
た
最
優
秀
作
品
で
す
。「
命
の
輪
」と
い

う
言
葉
が
光
っ
て
い
ま
す
。
命
は
人
間
だ
け
で

は
な
く
、地
球
上
に
住
む
す
べ
て
の
生
物
の「
命
」

の
こ
と
で
す
。
そ
の
命
が
雨
で
つ
な
が
る
こ
と

で
私
た
ち
の
大
切
な
地
球
が
潤
い
ま
す
。
秋
田

さ
ん
の
地
球
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
伝
わ
っ
て
来
る
作
品
で
す
。

選 評

守
谷
市
立
御
所
ケ
丘
中
学
校　

二
年　

秋あ
き　

田た　

友と
も　

香か

こ
の
標
語
は
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
水
の
大

切
さ
を
、よ
り
簡
潔
に
伝
え
ら
れ
れ
ば
い
い
な
と
い

う
気
持
ち
で
作
っ
た
作
品
で
す
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
私
の
作
品
が
と
っ

て
い
い
か
の
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、水
の
大
切
さ
を
少

し
で
も
伝
え
ら
れ
た
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

受賞の知らせを聞いて

標語部門中 学 生 の 部

水
の
星　

雨
で
つ
な
が
る　

命
の
輪

21
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優秀賞作品紹介

優秀賞作文部門小 学 生 の 部

　

東
日
本
大
し
ん
さ
い
の
時
、
水
道
も
と
ま
っ
て
し
ま
い

ト
イ
レ
が
流
せ
な
く
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
は
、
べ
つ
べ

つ
に
生
活
し
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

う
ち
に
と
ま
り
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
三
才
で

し
た
が
、
い
っ
し
ょ
に
ね
ら
れ
た
の
が
う
れ
し
く
て
今
で

も
お
ぼ
え
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
家

中
の
い
し
ょ
う
ケ
ー
ス
や
バ
ケ
ツ
を
出
し
て
き
て
、
雨
水

で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
雪
ど
け
水
を
い
っ
ぱ
い
た
め
て
、

ト
イ
レ
を
流
す
時
に
つ
か
い
ま
し
た
。
ト
イ
レ
を
使
っ
た

後
は
、
小
さ
い
バ
ケ
ツ
に
う
つ
し
た
水
を
少
し
ず
つ
流
し

て
大
切
に
つ
か
っ
た
そ
う
で
す
。
雨
水
は
そ
れ
い
が
い
で

も
ぼ
く
ら
の
生
活
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
畑
で
は
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
野
さ
い

が
と
れ
ま
す
。
で
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
畑
に
は
、
水
道
が

あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
も
ふ
し
ぎ
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ど

う
や
っ
て
畑
に
水
を
ま
い
て
い
る
の
か
な
…
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
に
直
せ
つ
き
い
て
み
る
事
に
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら

「
つ
れ
て
っ
て
や
っ
か
ら
自
分
の
目
で
た
し
か
め
ろ
。」

　

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
た
ま
に
遊
び
に
行
く
畑
で
す
が
水

の
事
を
考
え
た
事
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
畑
に
は
大
き
い
バ
ケ
ツ
だ
け
で
は
な

く
、
小
さ
い
バ
ケ
ツ
の
ほ
か
、
あ
の
時
使
っ
た
い
し
ょ
う

ケ
ー
ス
や
た
ら
い
、
家
で
使
わ
な
く
な
っ
た
雨
水
が
た
ま

り
そ
う
な
よ
う
き
が
た
く
さ
ん
な
ら
べ
て
あ
り
ま
し
た
。

仙
台
市
立
南
吉
成
小
学
校　

三
年　

堀ほ
り　

内う
ち　

夕ゆ
う

太た

朗ろ
う

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
。

優
秀
賞
と
聞
い
て
と
て
も
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。

こ
の
賞
を
い
た
だ
く
事
が
出
来
た
の

は
い
つ
も
僕
や
妹
の
こ
と
を
一
番
に
考
え

て
い
て
く
れ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
か
げ

で
す
。

賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
は
僕
か
ら
お
じ
い

ち
ゃ
ん
に
わ
た
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受賞の知らせを聞いて
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中
に
は
、
ボ
ウ
フ
ラ
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
な
ど
が
う
じ
ゃ

う
じ
ゃ
い
ま
し
た
。
日
で
り
の
時
は
、
そ
こ
か
ら
じ
ょ
う

ろ
に
う
つ
し
て
畑
に
ま
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
雨
水

は
野
さ
い
の
水
や
り
だ
け
に
使
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
っ
た
大
こ
ん
や
に
ん
じ
ん
の
ど
ろ
を
お
と
す

の
に
も
使
っ
て
い
ま
し
た
。
畑
の
は
じ
っ
こ
で
は
金
魚
も

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
金
魚
の
水
も
雨
水
で
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
な
の
に
と
て
も
パ
ワ

フ
ル
で
ぼ
く
は
い
つ
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
元
気

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
ぼ
く
に
た
く

さ
ん
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
雨
水
の
活
用
ほ
う
は
、
そ
の

中
の
一
つ
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
お
こ
づ
か
い
を
た
め
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が

じ
ょ
う
ろ
を
も
っ
て
畑
を
あ
る
い
て
ま
わ
ら
な
く
て
も
い

い
よ
う
に
大
き
な
雨
水
タ
ン
ク
を
か
っ
て
、
じ
ゃ
口
と
ホ
ー

ス
を
つ
け
て
水
や
り
が
楽
に
な
る
よ
う
な
そ
う
ち
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
い
で
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
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優秀賞作文部門中 学 生 の 部

　

雨
音
に
は
ヒ
ー
リ
ン
グ
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
雨
音
に
含
ま
れ
て
い
る
人
間
の
耳
に

は
聞
こ
え
な
い
超
音
波
に
、
心
を
癒
す
効
果
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
雨
の
音
に
は
、
脳
波
に
影
響
を
与

え
て
集
中
力
が
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
効
果
も
あ
る
そ
う
で

す
。
そ
こ
で
私
は
、
雨
水
を
活
用
し
た
滝
や
噴
水
に
音
楽

を
奏
で
る
装
置
を
付
け
た
オ
ブ
ジ
ェ
の
よ
う
な
物
を
、
屋

外
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
設
置
す
れ
ば
良
い
の
で
は
と
考
え

ま
し
た
。
そ
の
装
置
を
レ
イ
ン
ハ
ー
プ
と
名
付
け
ま
す
。

　

水
を
様
々
な
大
き
さ
の
グ
ラ
ス
に
入
れ
て
音
階
を
作
り
、

指
先
で
グ
ラ
ス
を
摩
擦
す
る
事
に
よ
っ
て
音
楽
を
奏
で
る

グ
ラ
ス
ハ
ー
プ
の
演
奏
を
聴
い
た
事
が
あ
り
ま
す
。
水
が

グ
ラ
ス
に
共
鳴
し
て
、
震
え
る
音
の
響
き
が
オ
ル
ゴ
ー
ル

の
よ
う
に
と
て
も
き
れ
い
で
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

レ
イ
ン
ハ
ー
プ
の
効
果
は
、
水
音
が
奏
で
る
音
楽
の
ヒ
ー

リ
ン
グ
効
果
と
、
噴
水
か
ら
飛
び
散
る
水
の
打
ち
水
の
役

割
で
す
。
打
ち
水
が
蒸
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
面
や
大

気
の
熱
を
奪
い
、
地
面
や
空
気
の
温
度
が
２
度
下
が
る
そ

う
で
す
。
都
市
部
は
郊
外
に
比
べ
て
気
温
が
高
く
な
る
と

い
う
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
改
善
に
な
り
ま
す
。
真

夏
の
外
出
に
よ
る
体
力
消
耗
を
改
善
し
、
熱
中
症
の
予
防

に
も
効
果
的
で
す
。

　

レ
イ
ン
ハ
ー
プ
に
時
計
機
能
を
付
け
て
時
間
毎
に
自
動

演
奏
す
る
と
、
街
の
憩
い
の
場
所
に
な
り
ま
す
。
夜
は
ラ

帝
塚
山
中
学
校　

一
年　

太お
お　

田た　

有あ
り　

紗さ

雨
水
で
音
楽
を
奏
で
よ
う

受
賞
し
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
、と

て
も
驚
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
け

て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

実
現
可
能
な
ア
イ
デ
ア
を
考
え
る
の
が

難
し
か
っ
た
で
す
。

雨
水
で
音
を
奏
で
る
と
い
う
の
は
私
の

理
想
だ
っ
た
の
で
こ
の
作
品
を
通
し
て
実

現
し
て
ほ
し
い
で
す
。

受賞の知らせを聞いて
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イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
光
と
水
の
シ
ョ
ー
を
す
る
と
、
一
年
を

通
し
て
人
々
が
集
ま
る
場
所
に
な
り
ま
す
。
噴
水
の
形
は
、

一
般
的
な
上
か
ら
見
る
と
放
射
状
の
形
で
、
音
階
毎
に
水

を
受
け
る
装
置
を
付
け
ま
す
。
ま
た
は
、
省
ス
ペ
ー
ス
で

壁
掛
け
型
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
雨
水
を
貯
水
し
て
循
環

す
る
装
置
も
必
要
で
す
。
時
計
機
能
や
光
の
電
源
は
、
太

陽
光
発
電
で
ま
か
な
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
大
掛
か
り
な
装
置
を
屋
外
の
駅
前
や
公
園
・

競
技
場
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
多
く
の
場
所
に
設
置
す
る

に
は
、
相
当
な
金
額
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。
噴
水
の
金

額
を
調
べ
て
み
る
と
、
小
さ
な
物
は
二
百
万
円
か
ら
、
外

国
の
ホ
テ
ル
の
壮
大
な
設
備
に
な
る
と
、
五
億
円
程
す
る

そ
う
で
す
。
地
域
の
会
社
な
ど
か
ら
寄
付
を
募
り
な
が
ら
、

美
術
大
学
や
音
楽
大
学
や
工
学
部
な
ど
、
学
生
達
が
ア
イ

デ
ア
を
出
し
て
作
成
す
る
な
ど
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し

た
ご
当
地
レ
イ
ン
ハ
ー
プ
が
作
ら
れ
た
ら
面
白
い
と
思
い

ま
す
。

　

猛
暑
日
が
続
く
と
、
雨
の
恵
み
が
と
て
も
嬉
し
く
感
じ

ま
す
。
雨
の
降
ら
な
い
日
も
、
水
音
が
音
楽
を
奏
で
る
レ

イ
ン
ハ
ー
プ
が
街
中
に
あ
れ
ば
、
外
出
す
る
時
に
ワ
ク
ワ

ク
し
た
気
持
ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
イ
ヤ
ホ
ン
か
ら
少
し
離
れ
て
、
街
の
景
色
と
音
楽
に
目

を
向
け
て
、
人
々
の
心
が
穏
や
か
に
な
れ
ば
、
街
の
か
け

が
え
の
な
い
存
在
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
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優秀賞ポスター部門小 学 生 の 部

富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校　

五
年　

深ふ
か　

澤さ
わ　

亜あ　

希き

こ
の
水
１
ぱ
い
に
も
か
ん
し
ゃ
の
心
を

わ
た
し
が
こ
の
ポ
ス
タ
ー
に
こ
め
た
思

い
は
、自
分
た
ち
が
幸
せ
だ
か
ら
水
の
大

切
さ
が
な
か
な
か
分
か
ら
な
い
け
ど
、水

の
大
切
さ
を
分
か
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
で
す
。

受
賞
を
聞
い
て
ま
さ
か
自
分
が
選
ば
れ

る
な
ん
て
思
っ
て
な
か
っ
た
の
で
、と
て
も

び
っ
く
り
と
い
う
の
と
う
れ
し
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

受賞の知らせを聞いて
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優秀賞ポスター部門中 学 生 の 部

大
阪
市
立
大
宮
中
学
校　

一
年　

浪な
み　

岡お
か　

宙ひ
ろ　

輝き

自
然
と
共
に
生
き
る
力　

恵
み
の
雨
を
大
切
に

田
舎
に
行
く
と
川
や
山
が
き
れ
い
で
た

く
さ
ん
の
生
き
物
が
い
る
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
す
。

そ
の
命
を
つ
く
る
の
が
雨
だ
と
し
た
ら

そ
れ
を
守
る
の
は
僕
た
ち
だ
と
思
い
ま

し
た
。

一
生
懸
命
に
描
い
た
の
で
入
賞
で
き
て

う
れ
し
い
で
す
。

受賞の知らせを聞いて
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優秀賞自由研究（自由表現）部門小 学 生 の 部

　

仙
台
市
立
台
原
小
学
校　

四
年

　

川か
わ　

上か
み　

楓ふ
う　

音と

雨
の
特
長
を
生
か
し
て
エ
コ
な
活
用
を
考
え
る
実
験

ぼ
く
は
雨
水
の
実
験
で
こ
ま
か
い
こ
と
を
考
え

な
が
ら
実
験
し
ま
し
た
。

雨
水
と
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
泡
の
実
験
で
、

ど
れ
く
ら
い
ふ
る
か
や
、紙
に
ま
と
め
る
と
き
に
工

夫
し
ま
し
た
。

そ
の
努
力
で
優
秀
賞
を
と
れ
て
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

受賞の知らせを聞いて
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自由研究（自由表現）部門小 学 生 の 部
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豊
橋
市
立
西
郷
小
学
校　

二
年

萩は
ぎ　

原わ
ら　

聖せ
い　

也や

雨
の
音
を
楽
し
む
レ
イ
ン
ハ
ッ
ト

僕
が
作
っ
た
レ
イ
ン
ハ
ッ
ト
の
好
き
な
と
こ
ろ

は
、
小
さ
な
バ
ケ
ツ
を
つ
け
て
、そ
の
バ
ケ
ツ
に

雨
が
落
ち
る
と
音
が
な
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

優
秀
賞
に
入
っ
た
と
先
生
か
ら
聞
い
て
、と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
の
で
、家
に
帰
っ
て
す
ぐ
に
そ
の
こ

と
を
お
母
さ
ん
に
話
し
ま
し
た
。

受賞の知らせを聞いて

優秀賞自由研究（自由表現）部門小 学 生 の 部
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千
代
田
区
立
九
段
中
等
教
育
学
校　

二
年

菊き
く　

池ち　

優ゆ
う　

吾ご

雨
水
と
水
道
水　

ど
ち
ら
が
植
物
の

成
長
に
良
い
の
か

家
で
植
物
に
水
を
あ
げ
て
い
る
時
に
、ふ
と
頭

の
中
に
思
い
浮
か
ん
だ
テ
ー
マ
で
し
た
。

僕
の
素
朴
な
疑
問
で
あ
っ
た
の
で
、と
て
も
楽

し
く
実
験
が
行
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
賞
を
も
ら
え
、
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

受賞の知らせを聞いて

優秀賞自由研究（自由表現）部門中 学 生 の 部
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自由研究（自由表現）部門中 学 生 の 部
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こ
の
夏
、雨
が
降
ら
な
く
て
、お
じ

い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
畑
の
水

や
り
に
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。

や
っ
と
雨
が
降
っ
た
時
、み
ん
な
で

大
喜
び
し
ま
し
た
。

入
賞
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
時
は
本

当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

受賞の知らせを聞いて

標語部門小 学 生 の 部

須
崎
市
立
新
荘
小
学
校　

五
年　

浅あ
さ　

岡お
か　

志し　

歩ほ

あ
め
ふ
っ
た　

お
そ
ら
か
ら
の

プ
レ
ゼ
ン
ト

優
秀
賞
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標語部門中 学 生 の 部

私
は
雨
水
の
有
効
利
用
と
聞
い

て
、ま
ず
植
物
に
雨
水
を
あ
げ
る
こ

と
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。
雨
水
で

エ
コ
の
芽
が
育
て
ば
い
い
と
思
い
こ

の
標
語
を
考
え
ま
し
た
。

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
と
聞
い
た
時

は
す
ご
く
嬉
し
く
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

今
回
の
標
語
づ
く
り
で
学
ん
だ
雨

活
を
こ
れ
か
ら
に
生
か
し
て
い
き
た

い
で
す
。

受賞の知らせを聞いて

大
津
市
立
瀬
田
北
中
学
校　

一
年　

杉す
ぎ　

本も
と　

瑞み
ず　

季き

雨
水
で　

育
つ
よ
エ
コ
の
芽　

自
然
の
芽

優
秀
賞
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都道府県 学 校 名
北 海 道 札 幌 市 立 宮 の 森 小 学 校
北 海 道 苫小牧市立ウトナイ小学校
青 森 県 青 森 市 立 甲 田 小 学 校
青 森 県 六 戸 町 立 開 知 小 学 校
青 森 県 佐 井 村 立 佐 井 小 学 校
宮 城 県 仙 台 市 立 吉 成 小 学 校
宮 城 県 仙 台 市 立 南 吉 成 小 学 校
宮 城 県 仙 台 市 立 台 原 小 学 校
宮 城 県 仙 台 市 立 松 森 小 学 校
宮 城 県 登 米 市 立 豊 里 小 学 校
宮 城 県 川 崎 町 立 前 川 小 学 校
秋 田 県 潟 上 市 立 飯 田 川 小 学 校
山 形 県 鶴 岡 市 立 長 沼 小 学 校
福 島 県 福 島 市 立 福 島 第 三 小 学 校
福 島 県 会 津 若 松 市 立 行 仁 小 学 校
福 島 県 田 村 市 立 関 本 小 学 校
福 島 県 田 村 市 立 滝 根 小 学 校
茨 城 県 日 立 市 立 日 高 小 学 校
茨 城 県 土 浦 市 立 真 鍋 小 学 校
茨 城 県 土 浦 市 立 荒 川 沖 小 学 校
栃 木 県 足 利 市 立 御 厨 小 学 校
栃 木 県 鹿 沼 市 立 北 小 学 校
栃 木 県 日 光 市 立 大 沢 小 学 校
群 馬 県 桐 生 市 立 神 明 小 学 校
群 馬 県 榛 東 村 立 南 小 学 校
埼 玉 県 川 口 市 立 新 郷 東 小 学 校
埼 玉 県 川 口 市 立 芝 中 央 小 学 校
埼 玉 県 川 口 市 立 本 町 小 学 校
埼 玉 県 川 口 市 立 飯 塚 小 学 校
埼 玉 県 春 日 部 市 立 武 里 小 学 校
埼 玉 県 新 座 市 立 野 寺 小 学 校
千 葉 県 千 葉 市 立 幸 町 小 学 校
千 葉 県 千 葉 市 立 平 山 小 学 校
千 葉 県 千 葉 市 立 稲 丘 小 学 校
千 葉 県 千 葉 市 立 あ や め 台 小 学 校
千 葉 県 市 川 市 立 八 幡 小 学 校
千 葉 県 聖 徳 大 学 附 属 小 学 校
千 葉 県 習 志 野 市 立 香 澄 小 学 校
千 葉 県 習 志 野 市 立 屋 敷 小 学 校
千 葉 県 柏 市 立 柏 第 七 小 学 校
千 葉 県 我 孫 子 市 立 湖 北 小 学 校
千 葉 県 白 井 市 立 清 水 口 小 学 校
東 京 都 千 代 田 区 立 昌 平 小 学 校
東 京 都 港 区 立 本 村 小 学 校
東 京 都 港 区 立 笄 小 学 校
東 京 都 文 京 区 立 林 町 小 学 校
東 京 都 文 京 区 立 汐 見 小 学 校
東 京 都 文 京 区 立 青 柳 小 学 校
東 京 都 台 東 区 立 田 原 小 学 校
東 京 都 墨 田 区 立 小 梅 小 学 校
東 京 都 江 東 区 立 豊 洲 北 小 学 校
東 京 都 大 田 区 立 馬 込 第 二 小 学 校
東 京 都 大 田 区 立 高 畑 小 学 校
東 京 都 大 田 区 立 大 森 東 小 学 校

都道府県 学 校 名
東 京 都 文 教 大 学 付 属 小 学 校
東 京 都 世 田 谷 区 立 松 沢 小 学 校
東 京 都 荒 川 区 立 尾 久 西 小 学 校
東 京 都 板 橋 区 立 成 増 小 学 校
東 京 都 練 馬 区 立 光 和 小 学 校
東 京 都 足 立 区 立 鹿 浜 第 一 小 学 校
東 京 都 江戸川区立第二葛西小学校
東 京 都 立 川 市 立 第 二 小 学 校
東 京 都 聖 徳 学 園 小 学 校
東 京 都 啓 明 学 園 初 等 学 校
東 京 都 昭 島 市 立 玉 川 小 学 校
東 京 都 小 金 井 市 立 第 一 小 学 校
東 京 都 国 立 学 園 小 学 校
東 京 都 国 立 市 立 国 立 第 一 小 学 校
東 京 都 多 摩 市 立 瓜 生 小 学 校
神奈川県 横 浜 市 立 日 吉 南 小 学 校
神奈川県 横 浜 市 立 大 口 台 小 学 校
神奈川県 相 模 原 市 立 藤 野 小 学 校
神奈川県 相 模 原 市 立 谷 口 台 小 学 校
神奈川県 相 模 原 市 立 淵 野 辺 小 学 校
神奈川県 平 塚 市 立 松 が 丘 小 学 校
神奈川県 平 塚 市 立 大 野 小 学 校
神奈川県 秦 野 市 立 南 が 丘 小 学 校
神奈川県 海老名市立東柏ヶ谷小学校
新 潟 県 新 潟 市 立 有 明 台 小 学 校
新 潟 県 新 潟 市 立 桃 山 小 学 校
富 山 県 滑 川 市 立 東 部 小 学 校
石 川 県 金 沢 市 立 田 上 小 学 校
石 川 県 北 陸 学 院 小 学 校
石 川 県 野 々 市 市 立 菅 原 小 学 校
福 井 県 敦 賀 市 立 粟 野 小 学 校
山 梨 県 山梨大学教育学部附属小学校
山 梨 県 山 梨 市 立 日 川 小 学 校
山 梨 県 山 梨 市 立 日 下 部 小 学 校
山 梨 県 山 梨 市 立 八 幡 小 学 校
長 野 県 長 野 市 立 緑 ヶ 丘 小 学 校
長 野 県 軽井沢町立軽井沢西部小学校
岐 阜 県 七 宗 町 立 上 麻 生 小 学 校
静 岡 県 静 岡 市 立 清 水 岡 小 学 校
静 岡 県 浜 松 市 立 内 野 小 学 校
静 岡 県 富 士 宮 市 立 大 富 士 小 学 校
静 岡 県 御 殿 場 市 立 御 殿 場 小 学 校
愛 知 県 名 古 屋 市 立 名 城 小 学 校
愛 知 県 豊 橋 市 立 西 郷 小 学 校
愛 知 県 岡 崎 市 立 藤 川 小 学 校
愛 知 県 小 牧 市 立 三 ッ 渕 小 学 校
愛 知 県 あ ま 市 立 美 和 小 学 校
愛 知 県 阿 久 比 町 立 英 比 小 学 校
愛 知 県 東 浦 町 立 片 葩 小 学 校
三 重 県 多 気 町 立 相 可 小 学 校
滋 賀 県 大 津 市 立 真 野 北 小 学 校
滋 賀 県 東 近 江 市 立 蒲 生 北 小 学 校
京 都 府 京 都 聖 母 学 院 小 学 校
京 都 府 京 都 市 立 北 醍 醐 小 学 校

小学校
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都道府県 学 校 名
京 都 府 京 都 市 立 神 川 小 学 校
京 都 府 立 命 館 小 学 校
京 都 府 南 丹 市 立 園 部 小 学 校
京 都 府 木 津 川 市 立 相 楽 小 学 校
大 阪 府 大 阪 市 立 大 隅 西 小 学 校
大 阪 府 大 阪 市 立 上 福 島 小 学 校
大 阪 府 大 阪 市 立 高 松 小 学 校
大 阪 府 大 阪 市 立 波 除 小 学 校
大 阪 府 大 阪 市 立 田 辺 小 学 校
大 阪 府 大 阪 市 立 長 吉 出 戸 小 学 校
大 阪 府 大 阪 市 立 弁 天 小 学 校
大 阪 府 大 阪 市 立 東 粉 浜 小 学 校
大 阪 府 堺 市 立 南 八 下 小 学 校
大 阪 府 吹 田 市 立 桃 山 台 小 学 校
大 阪 府 茨 木 市 立 三 島 小 学 校
大 阪 府 八 尾 市 立 長 池 小 学 校
大 阪 府 河内長野市立三日市小学校
兵 庫 県 神 戸 市 立 本 山 第 一 小 学 校
兵 庫 県 尼 崎 市 立 明 城 小 学 校
兵 庫 県 明 石 市 立 大 久 保 小 学 校
兵 庫 県 雲 雀 丘 学 園 小 学 校
兵 庫 県 川 西 市 立 川 西 小 学 校
兵 庫 県 た つ の 市 立 小 宅 小 学 校
兵 庫 県 稲 美 町 立 加 古 小 学 校
和歌山県 和 歌 山 市 立 城 北 小 学 校
和歌山県 田 辺 市 立 田 辺 第 二 小 学 校
鳥 取 県 鳥 取 市 立 修 立 小 学 校
鳥 取 県 米 子 市 立 福 生 東 小 学 校
鳥 取 県 境 港 市 立 誠 道 小 学 校
島 根 県 松 江 市 立 八 雲 小 学 校
岡 山 県 岡 山 市 立 三 勲 小 学 校
岡 山 県 朝 日 塾 小 学 校
岡 山 県 美 作 市 立 勝 田 東 小 学 校
広 島 県 広 島 大 学 附 属 小 学 校
広 島 県 呉 市 立 広 南 小 学 校
広 島 県 東 広 島 市 立 郷 田 小 学 校
山 口 県 山陽小野田市立有帆小学校
徳 島 県 鳴 門 教 育 大 学 附 属 小 学 校
徳 島 県 鳴 門 市 撫 養 小 学 校
徳 島 県 美 馬 市 立 清 水 小 学 校
徳 島 県 美 馬 市 立 木 屋 平 小 学 校
香 川 県 香川大学教育学部附属坂出小学校
愛 媛 県 松 山 市 立 湯 山 小 学 校
愛 媛 県 松 山 市 立 北 条 小 学 校
愛 媛 県 東 温 市 立 西 谷 小 学 校
高 知 県 高 知 市 立 介 良 小 学 校
高 知 県 南 国 市 立 久 礼 田 小 学 校
高 知 県 須 崎 市 立 新 荘 小 学 校
福 岡 県 北 九 州 市 立 城 野 小 学 校
福 岡 県 北 九 州 市 立 寿 山 小 学 校
福 岡 県 北 九 州 市 立 沼 小 学 校
福 岡 県 福 岡 市 立 長 丘 小 学 校
福 岡 県 福 岡 市 立 百 道 浜 小 学 校
福 岡 県 福 岡 雙 葉 小 学 校

都道府県 学 校 名
福 岡 県 福 岡 市 立 香 椎 下 原 小 学 校
福 岡 県 福 岡 市 立 美 和 台 小 学 校
福 岡 県 福 岡 市 立 和 白 東 小 学 校
福 岡 県 福 岡 市 立 和 白 小 学 校
福 岡 県 福 岡 市 立 花 畑 小 学 校
福 岡 県 大 牟 田 市 立 白 川 小 学 校
福 岡 県 飯 塚 市 立 頴 田 小 学 校
福 岡 県 柳 川 市 立 城 内 小 学 校
福 岡 県 八 女 市 立 岡 山 小 学 校
福 岡 県 豊 前 市 立 黒 土 小 学 校
福 岡 県 筑 紫 野 市 立 吉 木 小 学 校
福 岡 県 春 日 市 立 日 の 出 小 学 校
福 岡 県 宗 像 市 立 大 島 小 学 校
福 岡 県 宗 像 市 立 河 東 西 小 学 校
福 岡 県 宗 像 市 立 南 郷 小 学 校
福 岡 県 太 宰 府 市 立 水 城 小 学 校
福 岡 県 福岡県立太宰府特別支援学校
福 岡 県 福 津 市 立 福 間 小 学 校
福 岡 県 朝 倉 市 立 久 喜 宮 小 学 校
福 岡 県 那 珂 川 町 立 片 縄 小 学 校
福 岡 県 岡 垣 町 立 内 浦 小 学 校
佐 賀 県 武 雄 市 立 北 方 小 学 校
熊 本 県 熊 本 市 立 長 嶺 小 学 校
熊 本 県 熊 本 市 立 帯 山 小 学 校
熊 本 県 八 代 市 立 鏡 小 学 校
熊 本 県 玉 名 市 立 大 浜 小 学 校
熊 本 県 天 草 市 立 五 和 小 学 校
熊 本 県 高 森 町 立 高 森 東 小 学 校
熊 本 県 南 阿 蘇 村 立 久 木 野 小 学 校
熊 本 県 益 城 町 立 広 安 小 学 校
熊 本 県 あ さ ぎ り 町 立 上 小 学 校
大 分 県 大 分 市 立 賀 来 小 学 校
宮 崎 県 都 城 市 立 有 水 小 学 校
鹿児島県 さ つ ま 町 立 求 名 小 学 校
沖 縄 県 那 覇 市 立 松 島 小 学 校
沖 縄 県 那 覇 市 立 泊 小 学 校
沖 縄 県 浦 添 市 立 神 森 小 学 校
沖 縄 県 沖 縄 市 立 宮 里 小 学 校
沖 縄 県 沖 縄 市 立 美 里 小 学 校
沖 縄 県 豊 見 城 市 立 豊 見 城 小 学 校
沖 縄 県 うるま市立与勝第二中学校
沖 縄 県 国 頭 村 立 佐 手 小 学 校
沖 縄 県 南 風 原 町 立 翔 南 小 学 校
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北 海 道 札 幌 市 立 真 駒 内 曙 中 学 校
北 海 道 札 幌 市 立 米 里 中 学 校
北 海 道 函 館 白 百 合 学 園 中 学 校
青 森 県 八 戸 市 立 第 二 中 学 校
青 森 県 八 戸 市 立 豊 崎 中 学 校
青 森 県 佐 井 村 立 福 浦 中 学 校
岩 手 県 一 戸 町 立 奥 中 山 中 学 校
宮 城 県 仙 台 市 立 高 森 中 学 校
宮 城 県 石 巻 市 立 蛇 田 中 学 校
宮 城 県 石 巻 市 立 河 南 西 中 学 校
宮 城 県 石 巻 市 立 桃 生 中 学 校
宮 城 県 登 米 市 立 豊 里 中 学 校
山 形 県 酒 田 市 立 第 二 中 学 校
山 形 県 新 庄 市 立 新 庄 中 学 校
福 島 県 い わ き 市 立 玉 川 中 学 校
茨 城 県 水 戸 市 立 国 田 中 学 校
茨 城 県 守 谷 市 立 御 所 ケ 丘 中 学 校
栃 木 県 宇 都 宮 市 立 陽 東 中 学 校
栃 木 県 真 岡 市 立 真 岡 中 学 校
栃 木 県 真 岡 市 立 真 岡 西 中 学 校
群 馬 県 桐 生 市 立 梅 田 中 学 校
群 馬 県 太 田 市 立 太 田 中 学 校
群 馬 県 沼 田 市 立 沼 田 東 中 学 校
群 馬 県 み ど り 市 立 笠 懸 中 学 校
埼 玉 県 さ い た ま 市 立 浦 和 中 学 校
埼 玉 県 さ い た ま 市 立 西 原 中 学 校
埼 玉 県 秀 明 中 学 校
埼 玉 県 春 日 部 市 立 豊 春 中 学 校
埼 玉 県 狭 山 市 立 入 間 野 中 学 校
埼 玉 県 上 尾 市 立 大 谷 中 学 校
埼 玉 県 獨 協 埼 玉 中 学 校
千 葉 県 渋 谷 教 育 学 園 幕 張 中 学 校
千 葉 県 千 葉 市 立 葛 城 中 学 校
千 葉 県 千 葉 市 立 打 瀬 中 学 校
千 葉 県 千葉市立こてはし台中学校
千 葉 県 専 修 大 学 松 戸 中 学 校
千 葉 県 八 千 代 松 陰 中 学 校
千 葉 県 四街道市立四街道北中学校
東 京 都 千代田区立九段中等教育学校
東 京 都 千 代 田 女 学 園 中 学 校
東 京 都 中 央 区 立 晴 海 中 学 校
東 京 都 慶 応 義 塾 中 等 部
東 京 都 成 城 中 学 校
東 京 都 文 京 区 立 第 九 中 学 校
東 京 都 か え つ 有 明 中 学 校
東 京 都 江 東 区 立 第 二 亀 戸 中 学 校
東 京 都 大 田 区 立 羽 田 中 学 校
東 京 都 目 黒 星 美 学 園 中 学 校
東 京 都 杉 並 区 立 井 荻 中 学 校
東 京 都 杉 並 区 立 松 渓 中 学 校
東 京 都 十 文 字 中 学 校
東 京 都 荒 川 区 立 第 九 中 学 校
東 京 都 東京学芸大学附属国際中等教育学校
東 京 都 東京都立大泉高等学校附属中学校

中学校

都道府県 学 校 名
東 京 都 東京都立三鷹中等教育学校
東 京 都 府 中 市 立 府 中 第 六 中 学 校
東 京 都 調 布 市 立 調 布 中 学 校
東 京 都 町 田 市 立 堺 中 学 校
東 京 都 東京学芸大学附属小金井中学校
東 京 都 武 蔵 村 山 市 立 第 五 中 学 校
神奈川県 横 浜 市 立 舞 岡 中 学 校
神奈川県 相 模 原 市 立 大 野 南 中 学 校
神奈川県 横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校
神奈川県 秦 野 市 立 南 が 丘 中 学 校
神奈川県 大 和 市 立 下 福 田 中 学 校
新 潟 県 長 岡 市 立 東 中 学 校
福 井 県 勝 山 市 立 勝 山 北 部 中 学 校
山 梨 県 山 梨 市 立 山 梨 北 中 学 校
山 梨 県 北 杜 市 立 甲 陵 中 学 校
山 梨 県 甲 斐 市 立 双 葉 中 学 校
山 梨 県 笛 吹 市 立 一 宮 中 学 校
山 梨 県 上野原市立上野原西中学校
長 野 県 東 御 市 立 東 部 中 学 校
長 野 県 信 濃 町 立 信 濃 中 学 校
岐 阜 県 岐 阜 市 立 加 納 中 学 校
岐 阜 県 多 治 見 市 立 平 和 中 学 校
岐 阜 県 可 児 市 立 蘇 南 中 学 校
静 岡 県 浜 松 市 立 佐 久 間 中 学 校
静 岡 県 浜 松 市 立 八 幡 中 学 校
静 岡 県 浜 松 市 立 西 部 中 学 校
静 岡 県 浜 松 市 立 三 方 原 中 学 校
静 岡 県 磐 田 市 立 豊 田 中 学 校
静 岡 県 裾 野 市 立 富 岡 中 学 校
愛 知 県 名 古 屋 市 立 供 米 田 中 学 校
愛 知 県 名 古 屋 市 立 冨 士 中 学 校
愛 知 県 豊 橋 市 立 高 師 台 中 学 校
愛 知 県 愛知教育大学附属岡崎中学校
愛 知 県 半 田 市 立 青 山 中 学 校
愛 知 県 豊 田 市 立 井 郷 中 学 校
愛 知 県 小 牧 市 立 篠 岡 中 学 校
滋 賀 県 大 津 市 立 瀬 田 北 中 学 校
滋 賀 県 大 津 市 立 粟 津 中 学 校
京 都 府 花 園 中 学 校
京 都 府 京 都 市 立 西 ノ 京 中 学 校
京 都 府 京 都 市 立 中 京 中 学 校
京 都 府 京 都 市 立 四 条 中 学 校
京 都 府 京 都 市 立 大 宅 中 学 校
京 都 府 舞 鶴 市 立 若 浦 中 学 校
京 都 府 立 命 館 宇 治 中 学 校
京 都 府 八 幡 市 立 男 山 東 中 学 校
大 阪 府 大 阪 市 立 三 稜 中 学 校
大 阪 府 大 阪 市 立 歌 島 中 学 校
大 阪 府 大 阪 市 立 大 宮 中 学 校
大 阪 府 大 阪 市 立 旭 陽 中 学 校
大 阪 府 吹 田 市 立 第 五 中 学 校
大 阪 府 吹 田 市 立 第 一 中 学 校
大 阪 府 吹 田 市 立 千 里 丘 中 学 校
大 阪 府 吹 田 市 立 第 六 中 学 校

応募校・団体一覧
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都道府県 学 校 名
大 阪 府 寝 屋 川 市 立 友 呂 岐 中 学 校
大 阪 府 豊 能 町 立 東 能 勢 中 学 校
兵 庫 県 神 戸 市 立 夢 野 中 学 校
兵 庫 県 神 戸 市 立 本 山 南 中 学 校
兵 庫 県 滝 川 第 二 中 学 校
兵 庫 県 賢 明 女 子 学 院 中 学 校
兵 庫 県 明 石 市 立 大 久 保 北 中 学 校
兵 庫 県 関 西 学 院 中 学 部
兵 庫 県 稲 美 町 立 稲 美 北 中 学 校
兵 庫 県 兵 庫 県 立 大 学 附 属 中 学 校
奈 良 県 帝 塚 山 中 学 校
奈 良 県 天 理 市 立 北 中 学 校
和歌山県 御坊市日高川町組合立大成中学校
和歌山県 串 本 町 立 串 本 中 学 校
鳥 取 県 鳥 取 市 立 中 ノ 郷 中 学 校
鳥 取 県 米 子 市 立 加 茂 中 学 校
鳥 取 県 倉 吉 市 立 東 中 学 校
鳥 取 県 三 朝 町 立 三 朝 中 学 校
岡 山 県 岡 山 市 立 藤 田 中 学 校
岡 山 県 岡 山 県 立 倉 敷 天 城 中 学 校
岡 山 県 美 作 市 立 美 作 中 学 校
岡 山 県 金 光 学 園 中 学 校
広 島 県 広 島 市 立 東 原 中 学 校
広 島 県 福 山 市 立 中 央 中 学 校
山 口 県 防 府 市 立 右 田 中 学 校
山 口 県 岩 国 市 立 川 下 中 学 校
徳 島 県 那 賀 町 立 相 生 中 学 校
徳 島 県 藍 住 町 立 藍 住 中 学 校
香 川 県 高 松 市 立 一 宮 中 学 校
香 川 県 高 松 市 立 高 松 第 一 中 学 校
香 川 県 綾 川 町 立 綾 南 中 学 校
愛 媛 県 愛媛県立松山西中等教育学校
高 知 県 高 知 市 立 愛 宕 中 学 校
福 岡 県 北 九 州 市 立 木 屋 瀬 中 学 校
福 岡 県 北 九 州 市 立 湯 川 中 学 校
福 岡 県 筑 紫 女 学 園 中 学 校
福 岡 県 福 岡 市 立 警 固 中 学 校
福 岡 県 福 岡 市 立 野 間 中 学 校
福 岡 県 小 郡 市 立 小 郡 中 学 校
福 岡 県 春 日 市 立 春 日 中 学 校
福 岡 県 糸 島 市 立 二 丈 中 学 校
長 崎 県 精 道 三 川 台 中 学 校
長 崎 県 佐 世 保 市 立 清 水 中 学 校
長 崎 県 松 浦 市 立 福 島 中 学 校
熊 本 県 熊 本 市 立 江 原 中 学 校
熊 本 県 熊 本 市 立 芳 野 中 学 校
熊 本 県 熊 本 市 立 力 合 中 学 校
熊 本 県 熊 本 市 立 江 南 中 学 校
熊 本 県 熊 本 市 立 桜 山 中 学 校
熊 本 県 熊 本 県 立 荒 尾 支 援 学 校
熊 本 県 熊 本 県 立 黒 石 原 支 援 学 校
大 分 県 国 東 市 立 武 蔵 中 学 校
宮 崎 県 宮 崎 市 立 宮 崎 東 中 学 校
宮 崎 県 宮崎大学教育学部附属中学校

応募校・団体一覧

都道府県 学 校 名
鹿児島県 鹿 児 島 市 立 桜 丘 中 学 校
鹿児島県 鹿 児 島 市 立 坂 元 中 学 校
鹿児島県 鹿 児 島 市 立 鴨 池 中 学 校
鹿児島県 鹿 児 島 市 立 喜 入 中 学 校
鹿児島県 南 九 州 市 立 知 覧 中 学 校
沖 縄 県 北 谷 町 立 北 谷 中 学 校
沖 縄 県 粟 国 村 立 粟 国 中 学 校

（169校）

都道府県 団 体 名
千 葉 県 イオン鴨川チアーズクラブ
神奈川県 ア ト リ エ Ｅ Ｎ Ｄ Ｏ
香 川 県 綾川イオンチアーズクラブ
茨 城 県 イオン古河チアーズクラブ
沖 縄 県 2016夏休みこども自由研究

（5団体）

団　体
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あめぼう

二人のであい

あまつぶ

これは、雨がたくさん降る世界のおはなしです。

黄色いレインコートみたいなものを着ている、
元気なおとこの子。
身長132cm。やんちゃで好奇心いっぱい。
「あまつぶ」とは最近知り合って
ともだちになりました。
ある日、あめぼうが自分のポケットをひろげて
雨をポケットにためる遊びをしていたら、
あまつぶがポケットの中にはいってきたのです。

あまつぶは、あめぼうに雨の可能性をたくさんおしえてくれます。
たとえば、もちろん水ですから、ためたら万が一の火事にもすばやく対応！
かかんに火にいどんで消火！
雨あがりのクモの巣には
美しいアートをつくってみたり、
雨音で音楽だってつくれちゃいます。

あめぼうは、
本当は雨がきらいでした。

外に遊びにいけないし、ざーざー降る雨はなんだかこわいし、
みずたまりにはまってお気に入りの長靴をよごしてしまうから。

でも、あまつぶと出会い、雨の魅力や、雨の優しさを知って
あめぼうは、
しだいに雨が好きになっていくのです。

カラフルな姿をしている、雨粒型の生きもの。
かわいらしい顔をしているけれど、
ずっとずっとはるか昔から
この星に住んでいる大先輩。
もの知りで、おちゃめで、優しくてつよいのです。
きれいなものが大好きで、
美的センスももち合わせています。

あめぼうと あまつぶ

「あめぼうとあまつぶ」はライオンのオリジナルキャラクターです。
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応募要項

タイトル
　雨活アイデアコンテスト2016

主　催
　特定非営利活動法人雨水市民の会
　ライオン株式会社

後　援
　	文部科学省、環境省、全国連合小学校長会、全日本中学
校長会、全国市町村教育委員会連合会、全国小学校理
科研究協議会、全国中学校理科教育研究会、全国小中
学校環境教育研究会、墨田区教育委員会、全国造形教
育連盟

協　力
　教育新聞社

募集対象
　全国の小学生・中学生ならどなたでも

テーマ
　「雨水」を活用するアイデアを考えよう。

募集部門
　①	作文部門：1,200字程度（原稿用紙3枚）
　　	※小学生の部は800~1,200字程度（原稿用紙

2~3枚）でも可
　②	ポスター部門：四つ切＜380×540㎜＞以内、絵の
具・パステルなど画材は自由

　③	自由研究（自由表現）部門：応募形式はレポート、模造
紙、画用紙など自由

　④	標語部門：A5サイズ＜150×210㎜＞の用紙また
は、応募票に直接書き、説明書きをつけることも可

応募方法
　原則として、学校・団体を通じて応募すること
　	作品1点ごとに必要事項を記入した応募票をホチキス、
のり等で添付。
　※	個人での応募も可能（応募票の「個人応募記入欄」に

○印を記入すること）。

締　切
　2016年10月15日（土）当日消印有効

最終審査委員 　※順不同、敬称略
　有馬　朗人（元文部大臣・審査委員長）
　大野　正人（全国造形教育連盟委員長）
　山本　耕平（特定非営利活動法人雨水市民の会理事長）
　濱　　逸夫（ライオン株式会社代表取締役社長）

発　表
　	2016年12月、原則として学校を通して本人に知ら
せるほか、ライオンホームページで発表。

　	また、入賞者在籍校管轄の教育委員会にも報告します。

表彰式
　	最優秀賞受賞者と、その指導教員または保護者1名を、
2017年1月28日（土）に東京スカイツリー®で行う表
彰式にご招待します。

賞と賞品
　1）個人賞
　　○最優秀賞：小学生の部4作品・中学生の部4作品
　　　（賞状・記念トロフィー・副賞図書カード3万円・キレイキレイセット）
　　　	東京スカイツリーで開催される表彰式へご本人と

保護者1名をご招待
　　○優秀賞：小学生の部4作品・中学生の部4作品
　　　（賞状・記念トロフィー・副賞図書カード1万円・キレイキレイセット）
　　○佳作：小学生の部20作品・中学生の部20作品
　　　（賞状・副賞図書カード2千円・キレイキレイセット）
　　○努力賞：小学生の部30作品・中学生の部30作品
　　　（賞状・キレイキレイ除菌ウェットシート）
　2）団体賞
　　○	団体奨励賞：2校（賞状・記念たて・副賞雨水タンク

2基・キレイキレイ薬用泡ハンドソープ）
　　　	優秀な作品を多数応募した学校・団体から2団体

を奨励の意味で表彰。
　　　	贈呈には主催のライオン株式会社が訪問し、集会

などの時間で実施予定。
　　　	既に雨水タンクを設置している場合は、増設や

メンテナンスなど相談に応じます。
　　○	団体努力賞：3校（賞状・キレイキレイ薬用泡ハンド

ソープ）
　　　	団体奨励賞に次いで優秀な作品を多数応募した

団体3団体に贈呈。
　3）	参加賞：応募者全員に贈呈（小学生：クリニカkid'sハ

ミガキ　中学生：クリニカハミガキ）
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2016

雨水タンクを石巻市、墨田区、大阪府に
寄贈。（写真は石巻市のもの）
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《主　　催》特定非営利活動法人 雨水市民の会・ライオン株式会社
《後　　援》文部科学省・環境省・全国連合小学校長会・全日本中学校長会・全国市町村教育委員会連合会・全国小学校理科研究協議会
　　　　　　全国中学校理科教育研究会・全国小中学校環境教育研究会・墨田区教育委員会・全国造形教育連盟
《協　　力》教育新聞社

入 賞 作 品 集

2016

　あめかつ

『雨活アイデアコンテスト』事務局（プラスエム内）
〒104-0032東京都中央区八丁堀3丁目17－6　群成舎ビル6階
TEL03（6222）5250　FAX03（6222）4823
Eメール：amekatsu@plus-m.co.jp

http://www.lion.co.jp/

お問合わせ先　（受付時間）午前10時～午後6時（土・日・祝日を除く）
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